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あなたの想いを、私の想いをかたちにしたい・・・ 

地域福祉の観点からだれもが自分らしく生きていける社会を目指します。 
ＮＰＯ法人 地域福祉サポートちた 
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２０２６年度通常総会のご報告  

１ 

 

■2026年度通常総会開催のご報告 
 

 知多市市民活動センターにて5月29日、正会員51人

のうち本人出席15人、委任状17人、合計32人の皆様の

ご協力をいただき、通常総会にてすべての審議事項に

ついてご承認いただき、心から御礼申し上げます。 

 今年度はご来賓に知多市長の伊藤清一郎様と林和宏

様がご臨席賜りました。市長より、「市民活動団体へ

の活動支援、団体同士のつながりづくりなどを通じ

て、地域の活動を支える重要な役割を担っている」と

ご祝辞が述べられ、続けて、「市民が市民を育てる市

民活動推進の総合拠点として設置された市民活動セン

ターも、間もなく20年の節目を迎えるにあたり、誰も

が安心して暮らせる理想の未来の実現に向けて、各分

野の連携をもってまちづくりを進める」と、市民活動

センターへの期待と市民協働推進パートナーである私

たちへのエールが贈られました。職員一同、尽力して

まいります。 

 さて、今年度の活動方針は従来と変わることなく、

高齢者はもとより、生活に困難を抱えるあらゆる世代

の社会的弱者を包摂する、地域包括ケアのまちづくり

を目指し、①知多半島基金設立準備会（仮称）を発足

②市民活動・NPOの役割を学ぶ機会を提供③情報化社

会に対応した知多市市民活動センター運営の見直し、

の３本柱の下、円滑な事業推進ができるよう理事会と

職員相互のコミュニケーションに努めてまいります。 

 なお、役員体制は重任11人、新任１人、計12人で

す。任期満了による退任理事４人と、新任理事の挨拶

につきましては、本紙中面に掲載しておりますのでご

高覧ください。 

 また、総会終了後に行いました理事会での互選に

よって、代表理事 市野恵、副代表理事 久野美奈子,

戸枝陽基が就任いたしましたことをご報告申し上げま

す。事務局体制に関して大きな変化はありませんが、

今年1月より市野が事務局長を兼任していることから

至らぬ点も多々あると存じますが、なにとぞお力添え

の程よろしくお願い申し上げます。市野恵 
 

 

 

■ご案内 

 

①日本福祉大学FUKUSHI ACADEMY 特別回 
テーマ「頼れる身寄りのいない社会と支援」を考える 

7月23日（木）18:30-20:00 対面(東海ｷｬﾝﾊﾟｽ)orｵﾝﾗ

ｲﾝ 参加費1,100円 申込〆切は当日正午迄 
https://www.n-fukushi.ac.jp/recurrent/academy/scs_tokyo/ 
 

単身化社会が進展するなかで、「頼れる身寄りのいな

い高齢者等」をいかに支えるかは、今後ますます重要

な社会課題となっています。制度化の検討が進む一

方、死後事務やエンディングサービスのみで課題が解

決されるものではありません。本テーマでは、本学の

学術的知見と地域における先駆的な実践の蓄積を踏ま

え、その背景と現状を整理し、これからの支援のあり

方について考えます。主催：日本福祉大学  
 

②地域福祉の担い手研究報告会 
テーマ「知多半島福祉モデルはどう変わったのか？」 

7月28日（火）13:30-15:30 参加費無料 要申込↓  

知多半島福祉モデルの草創期から現在につ

いてヒアリング調査を世代やジェンダーを

切り口に分析した結果を共有し、意見交換

する。主催：日本福祉大学菊池遼研究室   

 

■「イオン黄色いレシートキャンペーン」報告 
 

 じぶんの買い物でだれかを幸せにするイオン黄色い

レシートキャンペーンは、毎月11日に発行される黄色

いレシート、または通常のレシートを応援したい団体

のボックスに投函すると、その金額の1％が寄付され

る仕組みです。今

回が初エントリー

の当法人はイオン

モ ー ル 常 滑 に て

12,700円を受贈、

介護員養成研修（写

真右）にて活用させ

ていただきます！ 

https://www.n-fukushi.ac.jp/recurrent/academy/scs_tokyo/


２ 

 

■理事就任のご挨拶 
 

 このたび、理事に就任いたしました片山麻有で

す。私が当法人に関わるように

なったきっかけは、13年前に長

男の入学を機に知多市へ引っ越

しをしてきまして、安全な地域

で子育てができることの大切さ

をとても感じました。私自身も

知り合いがほとんどいない中、

子ども会活動などを通じて地域

活動への参加をし、もともと保育士という経験を

活かしながら、自宅で子どもに関する教室などを

開催してきました。 

 そういった個人的な活動から法人の立ち上げ、

現在の法人運営も含め、講師等の活躍の場を頂い

たり、様々な相談に乗っていただき、大変助けら

れました。今度は少しでも私がお役に立つことが

できるのならば、喜んで協力したいという思いも

あり、未熟な私にこのような重責をお任せいただ

いたことに感謝し、皆様のご期待に沿えるよう、

一歩一歩着実に職務に励んでまいります。 

 NPO法人が果たすべき社会的役割は、年々重要

度を増しています。私自身、現場の声を大切に

し、当法人がより多くの方々に信頼され、必要と

される組織となるよう貢献していきたいと考えて

おります。 

 皆様の温かいご支援をいただきながら、より良

い社会の実現を目指して活動してまいります。今

後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

一般社団法人BumpyCompany 代表理事 片山麻有  

 

■理事退任のご挨拶 
  

 りんりんは、初代

理事長の時からサポ

ちたの理事となり、

一緒に歩んできまし

た。NPO法人として行

政機関への提言や福

祉先進地への研修に

出かけるとともに、

法人内の細かい相談

などをさせていただき、サポちたはとても頼りに

なる存在です。 

 2001年12月にサポちたが知多市西部浄化セン

ター跡地に事務所を構え、NPO・ボランティア情

報ひろばにてバザーを実施した際に、りんりんか

らおでんを作って提供したことが強く思い出とし

て残っています。また、シェア金沢に出かけ大き

な規模の社会福祉法人を視察し「地域の課題は地

域で解決する。そのための仕掛けづくりが大事」

と感じました。しかし、さあこれからという矢先

にコロナ禍になってしまい、活動の制限を余儀な

くされました。その間はとても大変な時期であ

り、法人運営をどう継続してくかなどを考え、責

任を強く感じました。その中でサポートちたの理

事を継続してくことに、ためらいを感じ、今回退

任することにしました。   

 自分たちでは出会うことない人や場所の懸け橋

になっていただいたサポちたには感謝するととも

に、新しい考えを持つ法人を迎え、さらなる発展

を望んでいます。これからも変わらぬ、ご支援ご

協力の程よろしくお願いいたします。  

      NPO法人りんりん 理事長 渡邉千恵 

 

 私が知多半島で初めてNPOに関わったのは、今

から22年前のことです。当時は訳も分からないま

ま活動に参加し、障害当事者の方々と向き合いな

がら、見過ごされがちな社会課題に対して「今、

自分にできることは何か」を考える日々でした。

仲間と試行錯誤しながら実践する中で、失敗も多

くありましたが、それ以上にとても楽しく、かけ

がえのない時間だったと感じています。 

 当時、知多半島各地で活動する仲間がサポート

ちたに集い、そこには多くの出会いと笑顔があり

ました。人をつなぎ、活動の悩みを言葉にし、受

け止めてもらえる場所があったからこそ、今も

NPOの活動を「おもしろい！」と思いながら続け

ていられるのだと思います。 

 理事として十分にお役に立てたとは言えません

が、20周年のパネルディスカッション登壇など、

貴重な経験をいただきました。社会は変わり、人

とのつながり方や活動の継続に悩むことも多い

日々です。それでも退任後も、地域で活動する

NPOの一員として、「難しい、難しい」と言いな

がらも、笑って前に進んでいきたいと思います。

それが、育てていただいたサポートちたへの恩返

しになると信じています。７年間、本当にありが

とうございました。 

              NPO法人PakaPaka 土肥りさ  
 

 短い間ではございましたが、理事を務めさせて

いただき、ありがとうございました。経験も知識

も浅い私に期待を込めてお任せいただいたにもか

かわらず、この3年間は自身の力不足を痛感する

日々でもありました。理事として組織運営に関わ

ＳＵＰＰＯＲＴ ＮＥＷＳ 

渡邉理事より退任のご挨拶 
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る役割を担わせていただく中で、自分に何ができ

るのかを模索しながら、微力ではありますが知多

地域の多くの活動に少しでもお役に立てるよう努

めてまいりました。 

 2024年の東近江への訪問を通じたリーダー研修

では、制度だけでは解決できない課題に対し、地

域で関わる人を広げながらつながりを育てている

現場を一緒に見学し、同じ場でその感動と学びを

味わえたことが心に残っています。こうした経験

を通して、多くの学びと成長をいただきましたこ

とに、心より感謝申し上げます。 

 理事としての役割は今回で一区切りとなります

が、職員としてはこれまでと変わらずサポートち

たの業務に従事してまいります。これまでにいた

だいた学びを日々の業務の中で還元していければ

と思っております。今後ともどうぞよろしくお願

いいたします。 

   NPO法人地域福祉サポートちた 安藤千栄子 

 

 3年間という短い期間ではありましたが、理事

という立場で法人運営に携わる機会をいただき、

多くのことを学ばせていただきました。地域のさ

まざまな課題に向き合う理事の皆様の思いや活動

に触れ、改めて人と人とのつながりの大切さや、

支え合いの力を実感しました。また、経営や組織

運営について多くの学びを得る一方で、自身の知

識や経験不足を痛感することも多く、学び続ける

ことの大切さを改めて感じました。 

 2023年のリーダー研修に参加させていただいた

際は、事務所を離れ、理事の皆様と岡崎城観光を

一緒に楽しみ、認知症の方が働く「ちばる食堂」

を訪れ、諸先輩方からの素敵なお話を伺い、交流

を深められたことが、とても印象に残っていま

す。今後は理事という立場を離れますが、これま

での経験を生かしながら、より一層事業に取り組

んでいきたいと思います。  

      NPO法人地域福祉サポートちた 山森英津子 

 
■NPOマネジメントセミナー開催 
 

 本セミナーは、新たにNPOで働く職員を対象に

全4回のプログラムである。 

 5月1日は「新社会人向けビジネスマナー」講座

を開催、社会人として必要なマナーや言葉遣いな

どの基本を学んだ。多様性が進む現代社会におい

て、価値観の違う人たちが安心して共に働くため

には、ビジネスマナーが不可欠である。また、地

域や人とのつながりを大切にするNPOだからこそ

身につけたいスキルである。 

  5月7日に行ったフィールドワークでは、座学に

て知多半島の福祉NPOの成り立ちや、当法人が地

域のNPO同士をつなぐ中間支援のネットワークと

して立ち上がった背景を学び、その後、知多半島

内で活動する児童発達支援事業所nico、南粕谷ハ

ウス、地域たすけあいセンター絆を訪問した。現

場の空気に触れ、地域福祉の多様な取り組みを知

る貴重な機会となった。 

 6月 4日、NPOス

タッフのための

「働き方」講座を

開催。スタッフ一

人ひとりが「NPO

で働くこと」の意

味を見つめ直し、

今後のキャリアを

主体的に描くきっかけをつくることを目的に企

画。講師は、(N)起業支援ネット代表理事、久野

美奈子氏。自団体の理念を改めて確認し、NPOで

働く中で感じたことを共有するグループワークを

行った。ふりかえりでは「地域とのつながりを大

切にしている意味が分かった」や「事業に込めら

れた理念を意識して働きたい」といった前向きな

声が寄せられ、学びを実践へつなげる意欲が高

まった様子がうかがえた。 

 7月24日の最終回は「労務課題もちより座談

会」を開催する。（詳細は下記参照） 

 2024年の社会保険の法改正は大きな節目とな

り、同年10月には短時間労働者への社会保険（厚

生年金・健康保険）の適用拡大が実施された。こ

れにより、パートやアルバイトなどの短時間労働

者が社会保険に加入すべき企業の規模要件が引き

下げられ、さらに次の拡大が2026年10月に予定さ

れている。いつから対象になるのかなど、これか

ら求められる制度対応の課題や日頃の疑問・困り

ごとを参加者同士で持ち寄り、解決につなげるこ

とを目的として開催する。気軽に相談し合える場

としてぜひご参加ください。中野 

労務担当者、パートさんへ 

「労務課題もちより座談会」 
 

 

〈日   時〉 7月24日(金) 9：30～12：00 

〈場  所〉 知多市市民活動センター 会議室 

〈講   師〉 加古朗氏（社労士・行政書士） 

〈受講料〉 3,000円（税込） 

〈申 込〉 右記コードよりお申込みください。 

        ※申込〆切は7月20日（月）迄 

 

和やかな雰囲気の中で語らう参加者ら 



■プレママクラブ 正規職員募集 
 

保育士資格取得を目指す正規職員を募集 

業務内容は、保育園での保育補助、調理補助、環境整備

等を担当。保育士資格取得の補助制度あり。 

〈月給〉 208,000円～（交通費・扶養手当等別に支給） 

〈問合〉 (N)プレママクラブ  TEL（090)3588-2656 

     担当/理事長 石川  

 

■ゆいの会 35周年記念講演会開催 
 

『介護のドラマツルギー〈老いとボケの世界〉』著者のお二

人を迎え、住み慣れた地域で住み続けるケアを考える 

〈日時〉 9月19日(土) 13:30～16:00 

〈会場〉 知多市勤労文化会館 研修室1 

講師は、村瀬孝生さん（特別養護老人ホーム「よりあいの   

森」「宅老所よりあい」「第2宅老所よりあい」総括所長）安立 

清史さん（九州大学名誉教授・超高齢社会研究所代表） 

〈申込・問合〉 (認N)ゆいの会 申込はこちら→ 

         yuinokai@aroma.ocn.ne.jp    

         TEL（0562）32-5906 

  
■重度訪問介護従事者養成研修 受講生募集 
 

最短3日で取得できる障がい者ヘルパーの基礎資格 
 

〈日時〉 10月3日(土)、4日（日） 9:00～18:30＋実習1日 

〈会場〉 東海市芸術劇場 1階 ミーティング室他 

〈受講料〉 30,000円  ※全額免除の場合あり 

〈申込・問合〉 (株)仙拓  担当/佐藤仙務 

        メール  info@sateto.help   TEL（0562）57-1118  

 

■第３５回 ベティ基金助成金申請 募集中 
 

〈対象〉 制度によらない障害者福祉活動を行うボランティア   

      グループ・任意団体・ＮＰＯ法人  

〈募集期間〉 2026年5月1日～7月31日 ※ 9月支払 

     詳細は下記URLをご参照ください  担当/安藤 

         https://sapochita.wixsite.com/betty/shinse 

〈交流会〉 11月28日（土）午後 会場：ベティさんの家 

■松翁会 社会福祉助成金 
 

〈対象〉 医療的ケア児者を支援する民間の事業 

〈金額〉 上限額50万円（総額500万円以内） 

〈締切〉 2026年7月31日（金）必着 

〈問合〉 社会福祉事業部助成係  TEL(03)3201-3225 

     ※詳細は下記URL参照 

https://shouohkai.or.jp/zaidanhojin_shououkai/business/ 

 

■あすたむ舎 助成金 
 

〈対象〉 障がい者の社会参加と自立を促進し、地域社会と

共に心豊かな日常を送り、共生社会の実現を目的

に、社会福祉法人、NPO法人、認定NPO法人及び3

年以上の公益活動を行う団体 

〈金額〉 上限額30万円（総額600万円以内） 

〈締切〉 2026年7月31日（金） 

〈問合〉 (一財)あすたむ舎事務局 TEL(092)503-2919  

     ※詳細は下記URL参照 

     https://www.ustamsha.or.jp/grant/ 
 

 

 〒478-0047 愛知県知多市緑町12-1 

                   知多市市民活動センター1階 

 Tel 0562-33-1631 Fax 0562-33-1743      

 Email spchita@ams.odn.ne.jp 

 HP https://sunnyday-cfsc.ssl-lolipop.jp/ 
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会員のみなさまから集まる情報を掲載しています。お気軽に情報をお寄せください。 

サポちた インフォメーション 

手づくりカフェ Ada-coda シェフ募集  
 

シェフが日替わりするＡｄａ－ｃｏｄａでは、

自分の思い通りのランチをつくり、お客さま

に提供します。食品衛生責任者が常駐の

ため、初めての人でも安心して料理に専

念することができます。詳細はサポートち

たまでお問い合わせください。担当/落水 

初任者研修を貴事業所で開講しませんか？ 
 

 2001年に始まった日本福祉大学美浜キャンパス会場

での介護職員職員初任者研修は、2025年度をもって終

了しましたことをご報告申し上げます。 

 時代の流れとはいえ、在宅を支える福祉人材育成の火

が知多半島から消えてしまうと危惧していた矢先、「全

パート職員に介護職員初任者研修を受講する機会を提

供したい」と障害児支援事業所様より相談を受け、今夏

より1日3時間×研修期間8カ月のカリキュラムを実施す

る運びとなりました。職員の移動時間をなくすために自施

設内で研修を行い、また人材開発支援助成金を活用す

ると、事業所負担も軽減されます。 

 人は誰しも老いるものです。介護の基礎を学ぶ機会を

皆様の事業所でもつくってみませんか？日程等のご相談

に対応しますので、気軽にお声がけください。山森 


